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物流の自動化・省人化は喫緊の課題

3倍以上の生産性向上と3年以内の投資回収を実現
ギークプラスのロボット物流ソリューションに脚光

　

物
流
崩
壊
が
叫
ば
れ
て
久
し
い
。

　

そ
の
要
因
と
し
て
広
く
知
ら
れ
て
い

る
の
が
「
ド
ラ
イ
バ
ー
不
足
」
で
あ
る
。

し
か
し
、
実
は
「
倉
庫
の
人
手
不
足
」

も
深
刻
で
、
補
修
部
品
販
売
事
業
者
も

頭
を
悩
ま
せ
て
い
る
。

　

帝
国
デ
ー
タ
バ
ン
ク
が
昨
年
10
月
に

実
施
し
た
「
人
手
不
足
に
対
す
る
企
業

の
動
向
調
査
」
に
よ
る
と
、
運
輸
・
倉

庫
で
は
７
割
を
超
え
る
企
業
が
「
正
社

員
が
不
足
し
て
い
る
」
と
回
答
し
た
。

平
均
（
52
・
５
％
）
を
大
き
く
上
回
る

と
と
も
に
、
１
年
前
よ
り
６
・
９
ポ
イ

ン
ト
、
２
年
前
と
の
比
較
で
は
18
ポ
イ

ン
ト
も
高
ま
っ
て
い
る
。
ま
た
、
国
土

交
通
省
が
２
０
０
９
年
に
と
り
ま
と
め

た
「
物
流
施
設
に
お
け
る
労
働
力
調
査

報
告
書
」
に
は
、「
倉
庫
業
に
お
け
る
20

代
以
下
の
若
年
層
の
割
合
は
、
２
０
３

０
年
に
15
％
（
産
業
全
体
は
20
％
）
ま

で
減
少
し
、
逆
に
50
代
以
上
の
高
年
層

の
割
合
は
35
％（
同
32
％
）に
増
加
す
る
」

と
記
さ
れ
て
お
り
、
少
子
高
齢
化
に
と

も
な
う
人
手
不
足
の
影
響
が
早
期
に
及

ぶ
で
あ
ろ
う
業
種
で
あ
る
こ
と
が
う
か

が
え
る
。

　

こ
れ
を
受
け
て
、
に
わ
か
に
脚
光
を

浴
び
て
い
る
の
が「
物
流
ロ
ボ
ッ
ト
」だ
。

今
回
取
材
し
た
ギ
ー
ク
プ
ラ
ス
の
『
ロ

ボ
ッ
ト
物
流
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
』
に
も
問

い
合
わ
せ
が
殺
到
し
て
い
る
。

再
設
定
や
拡
張
が
容
易
な

自
動
搬
送
車
を
製
造
・
販
売

　

ギ
ー
ク
プ
ラ
ス
は
、中
国・北
京
で
『
Ｅ

Ｖ
Ｅ
（
イ
ブ
）』
シ
リ
ー
ズ
と
い
う
物
流

ロ
ボ
ッ
ト
の
製
造
・
販
売
を
手
が
け
る

ギ
ー
ク
プ
ラ
ス
社
が
、
日
本
市
場
に
本

格
参
入
す
る
た
め
に
２
０
１
７
年
８
月

に
設
立
し
た
日
本
法
人
で
あ
る
。

　

代
表
取
締
役
社
長
の
佐
藤
智
裕
さ
ん

に
よ
る
と
、
ギ
ー
ク
プ
ラ
ス
社
は
２
０

１
５
年
創
業
の
ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ
企
業

な
が
ら
、
国
際
物
流
の
Ｄ
Ｈ
Ｌ
や
ド
ロ

ー
ン
製
造
最
大
手
の
Ｄ
Ｊ
Ｉ
、
中
国
最

大
の
Ｅ
Ｃ
サ
イ
ト
「
天
猫
」
を
展
開
す

る
ア
リ
バ
バ
を
は
じ
め
と
す
る
世
界
の

名
だ
た
る
企
業
に
、
す
で
に
４
０
０
０

台
以
上
の
Ｅ
Ｖ
Ｅ
シ
リ
ー
ズ
を
導
入
し

て
い
る
。

　

Ｅ
Ｖ
Ｅ
シ
リ
ー
ズ
は
、
い
わ
ゆ
る
自
動

搬
送
車
（
Ａ
Ｇ
Ｖ
）
で
あ
る
。
し
か
し
、

一
般
的
な
Ａ
Ｇ
Ｖ
が
床
に
敷
設
さ
れ
た
磁

気
テ
ー
プ
な
ど
に
沿
っ
て
走
行
す
る
の
に

対
し
、
Ｅ
Ｖ
Ｅ
シ
リ
ー
ズ
は
床
面
に
等

間
隔
に
貼
り
つ
け
ら
れ
た
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド

か
ら
現
在
位
置
を
認
識
し
な
が
ら
、
シ

ス
テ
ム
に
よ
っ
て
指
示
さ
れ
た
場
所
へ
移

動
す
る
た
め
、
ル
ー
ト
設
定
の
自
由
度

が
高
い
う
え
に
、
シ
ス
テ
ム
上
で
ル
ー
ト

を
容
易
に
変
更
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
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さ
ら
に
、
昨
年
夏
に
Ｅ
Ｖ
Ｅ
シ
リ
ー

ズ
の
新
商
品
と
し
て
発
売
さ
れ
た
「
Ｓ

Ｌ
Ａ
Ｍ
型
」
に
至
っ
て
は
、
ロ
ボ
ッ
ト
自

ら
レ
ー
ザ
ー
セ
ン
サ
ー
で
周
囲
の
状
況

を
確
認
し
な
が
ら
最
適
な
ル
ー
ト
を
走

行
す
る
た
め
、
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
の
設
置
を

含
め
、
床
面
の
工
事
は
一
切
不
要
だ
。

　

物
流
業
界
を
取
り
巻
く
環
境
変
化
は

目
覚
ま
し
く
、
そ
れ
に
対
応
す
る
フ
レ

キ
シ
ビ
リ
テ
ィ
（
柔
軟
性
）
を
備
え
て

い
な
け
れ
ば
事
業
者
は
生
き
残
れ
な
い
。

Ｅ
Ｖ
Ｅ
シ
リ
ー
ズ
が
脚
光
を
浴
び
て
い

る
の
は
そ
の
た
め
だ
。

人
に
代
わ
っ
て
ロ
ボ
ッ
ト
が
商
品
を

探
す
こ
と
で
生
産
性
が
大
幅
に
向
上

　

し
か
し
、
佐
藤
社
長
が
「
我
々
が
提

供
し
て
い
る
の
は
物
流
ロ
ボ
ッ
ト
で
は
な

く
、
ロ
ボ
ッ
ト
を
活
用
し
た
物
流
ソ
リ

ュ
ー
シ
ョ
ン
で
あ
る
」
と
語
る
よ
う
に
、

生
産
性
向
上
や
コ
ス
ト
削
減
、
人
手
不

足
対
策
を
は
じ
め
と
す
る
、
物
流
業
界

が
抱
え
る
課
題
を
解
決
す
る
『
ロ
ボ
ッ

ト
物
流
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
』
に
こ
そ
同
社

の
真
価
が
あ
る
。

　

具
体
的
に
は
、
人
に
代
わ
っ
て
ロ
ボ
ッ

ト
が
倉
庫
内
を
棚
を
持
っ
て
動
き
ま
わ

る
「
ピ
ッ
キ
ン
グ
シ
ス
テ
ム
」、
主
に
製

造
工
場
に
お
い
て
よ
り
高
度
な
製
造
ラ

イ
ン
の
自
動
化
を
支
援
す
る
「
ム
ー
ビ

ン
グ
シ
ス
テ
ム
」、
宅
配
荷
物
の
高
速
仕

分
け
の
需
要
に
応
え
る
「
ソ
ー
テ
ィ
ン
グ

シ
ス
テ
ム
」
が
あ
り
、
現
在
、
ピ
ッ
キ
ン

グ
シ
ス
テ
ム
が
最
も
普
及
し
て
い
る
。

　

こ
の
ピ
ッ
キ
ン
グ
シ
ス
テ
ム
を
日
本
で

初
導
入
し
た
の
は
、
商
品
撮
影
か
ら
通

販
物
流
ま
で
、
大
手
ア
パ
レ
ル
ブ
ラ
ン

ド
の
Ｅ
Ｃ
サ
イ
ト
の
運
用
サ
ー
ビ
ス
を

ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
で
手
が
け
る
ア
ッ
カ
・
イ

ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
だ
。

　

２
０
１
７
年
８
月
、
千
葉
県
印
西
市

に
あ
る
物
流
拠
点
の
一
角
（
８
０
０
坪
）

に
、
ロ
ボ
ッ
ト
30
台
と
棚
８
０
０
台
、

ワ
ー
キ
ン
グ
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
４
基
を
導

入
。
そ
れ
ま
で
人
が
倉
庫
内
を
歩
き
ま

わ
っ
て
行
っ
て
い
た
入
荷
・
出
荷
・
棚
卸

作
業
を
、
ロ
ボ
ッ
ト
が
作
業
者
の
待
機

し
て
い
る
ワ
ー
キ
ン
グ
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
ま

で
棚
を
搬
送
す
る
ピ
ッ
キ
ン
グ
シ
ス
テ

ム
に
切
り
替
え
た
こ
と
で
、
40
〜
60
ピ

ー
ス
だ
っ
た
１
時
間
当
た
り
の
ピ
ッ
キ
ン

グ
効
率
が
１
８
０
〜
２
５
０
ピ
ー
ス
に

高
ま
っ
た
と
い
う
。

最
大
20
名
の
ピ
ッ
キ
ン
グ
要
員
が

４
名
に
！
人
件
費
を
大
幅
削
減
!!

　

実
に
４
倍
以
上
も
生
産
性
が
向
上
し

た
格
好
だ
が
、
導
入
効
果
は
そ
れ
だ
け

に
と
ど
ま
ら
な
い
。

　

ピ
ッ
キ
ン
グ
に
か
か
る
作
業
時
間
の

７
〜
８
割
を
占
め
る
と
言
わ
れ
る
「
倉

庫
内
の
人
の
移
動
」
が
不
要
に
な
っ
た

こ
と
で
、
最
大
20
名
で
行
っ
て
い
た
ピ
ッ

キ
ン
グ
作
業
が
、
最
大
４
名
の
ワ
ー
キ

ン
グ
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
要
員
で
対
応
で
き
る

よ
う
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。
コ
ス
ト
削
減

効
果
は
莫
大
だ
。
ま
た
、
ア
ッ
カ
・
イ

ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
で
は
余
っ
た
16
名
を

他
の
業
務
に
充
て
た
よ
う
に
、
人
手
不

足
が
深
刻
化
し
て
い
る
折
、
人
材
の
有

効
活
用
も
導
入
効
果
の
ひ
と
つ
に
挙
げ

ら
れ
る
。

　

こ
の
ほ
か
、
ピ
ッ
キ
ン
グ
の
精
度
向

上
も
見
逃
せ
な
い
メ
リ
ッ
ト
だ
。
ワ
ー

キ
ン
グ
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
に
設
置
さ
れ
た
タ

ッ
チ
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
プ
レ
イ
に
、
商
品

名
や
数
量
な
ど
の
情
報
に
加
え
、
そ
の

商
品
が
棚
の
ど
こ
に
保
管
さ
れ
て
い
る

か
が
わ
か
り
や
す
く
表
示
さ
れ
る
た
め
、

作
業
者
は
素
早
く
確
実
に
ピ
ッ
キ
ン
グ

ROBOT

SYSTEM

ギークプラスのロボット物流ソリューション

人に代わってロボットが倉庫内を棚を持って動きまわるピッ
キングシステムは、入荷・出荷・棚卸作業の生産性を飛躍的
に向上させる。

代表取締役社長
佐藤 智裕さん

最新鋭の自動倉庫を見る!!
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す
る
こ
と
が
で
き
る
。
し
か
も
、
商
品

を
取
り
違
え
た
場
合
は
、
次
の
商
品
を

ピ
ッ
キ
ン
グ
で
き
な
い
よ
う
に
フ
ェ
イ
ル

セ
ー
フ
シ
ス
テ
ム
が
作
動
す
る
た
め
、
ヒ

ュ
ー
マ
ン
エ
ラ
ー
に
起
因
す
る
誤
出
庫
や

誤
入
庫
は
ほ
ぼ
な
く
な
っ
た
と
い
う
。

３
倍
以
上
の
生
産
性
向
上
と

３
年
以
内
の
投
資
回
収
が
可
能

　

Ｅ
Ｖ
Ｅ
シ
リ
ー
ズ
は
、『
Ｅ
Ｖ
Ｅ
10
』

『
Ｅ
Ｖ
Ｅ
１
０
０
』『
Ｅ
Ｖ
Ｅ
５
０
０
』『
Ｅ

Ｖ
Ｅ
８
０
０
』『
Ｅ
Ｖ
Ｅ
１
０
０
０
』
の

５
機
種
が
ラ
イ
ン
ア
ッ
プ
さ
れ
て
い
る
。

数
字
は
最
大
積
載
重
量
を
表
し
て
お
り
、

最
大
１
０
０
０
㎏
の
荷
物
を
積
ん
だ
ま

ま
、
秒
速
１
ｍ
（
無
負
荷
時
は
秒
速
１
・

５
ｍ
）
の
高
速
移
動
が
可
能
だ
。
ピ
ッ

キ
ン
グ
シ
ス
テ
ム
で
使
用
さ
れ
る
の
は
、

主
に
Ｅ
Ｖ
Ｅ
５
０
０
、
Ｅ
Ｖ
Ｅ
８
０
０
、

Ｅ
Ｖ
Ｅ
１
０
０
０
の
３
機
種
で
、ア
ッ
カ・

イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
が
導
入
し
た
の

も
Ｅ
Ｖ
Ｅ
８
０
０
で
あ
る
。

　

佐
藤
社
長
に
よ
る
と
、
Ｅ
Ｖ
Ｅ
シ
リ

ー
ズ
の
価
格
は
、
す
で
に
全
世
界
で
４

０
０
０
台
以
上
の
販
売
実
績
が
あ
り
、

初
期
の
研
究
開
発
費
の
回
収
も
終
え
て

い
る
た
め
、
日
本
で
は
競
合
品
の
３
分

の
１
か
ら
半
分
程
度
に
抑
え
ら
れ
て
い

る
。
Ｅ
Ｖ
Ｅ
８
０
０
を
例
に
挙
げ
る
と

「
１
年
間
に
か
か
る
倉
庫
要
員
１
名
分
の

人
件
費
と
ほ
ぼ
同
等
」
だ
と
い
う
。

　

そ
の
た
め
、
ア
ッ
カ
・
イ
ン
タ
ー
ナ
シ

ョ
ナ
ル
が
ピ
ッ
キ
ン
グ
シ
ス
テ
ム
の
導
入

に
投
じ
た
費
用
は
、
シ
ス
テ
ム
の
設
計
費

用
や
ワ
ー
キ
ン
グ
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
な
ど
の

設
置
に
か
か
る
工
事
費
を
含
め
た
総
額

で
も
１
億
５
０
０
０
万
円
程
度
で
あ
る
。

倉
庫
内
の
照
明
や
空
調
が
必
要
最
小
限

で
済
む
た
め
、
コ
ス
ト
に
関
し
て
は
人
件

費
の
み
な
ら
ず
、
光
熱
費
も
大
幅
削
減

が
見
込
ま
れ
る
こ
と
か
ら
、
初
期
投
資

は
２
〜
３
年
で
回
収
可
能
な
計
算
だ
。

　

こ
れ
は
ア
ッ
カ
・
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ

ル
に
限
っ
た
こ
と
で
は
な
い
。
ピ
ッ
キ
ン

グ
シ
ス
テ
ム
を
例
に
挙
げ
れ
ば
、
４
０

０
坪
以
上
の
倉
庫
で
、
ピ
ッ
キ
ン
グ
に

15
名
以
上
を
擁
し
て
い
る
事
業
者
で
あ

れ
ば
、
３
倍
以
上
の
生
産
性
向
上
と
３

年
以
内
の
投
資
回
収
を
実
現
す
る
の
が
、

同
社
の
ロ
ボ
ッ
ト
物
流
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン

の
ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
で
あ
る
。

　

こ
の
条
件
を
満
た
す
補
修
部
品
販
売

事
業
者
は
決
し
て
多
く
な
い
。
し
か
し
、

人
手
不
足
対
策
と
し
て
倉
庫
の
自
動
化
・

省
人
化
は
喫
緊
の
課
題
で
あ
り
、
柔
軟

性
が
高
く
、
低
コ
ス
ト
で
導
入
可
能
な

同
社
の
ピ
ッ
キ
ン
グ
シ
ス
テ
ム
は
必
見

に
値
す
る
。

　

同
社
で
は
、
日
本
導
入
第
一
号
ク
ラ

イ
ア
ン
ト
の
ア
ッ
カ
・
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ

ナ
ル
の
物
流
拠
点
を
「
ロ
ボ
ッ
ト
物
流

ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
の
シ
ョ
ー
ル
ー
ム
」
と

位
置
づ
け
、
見
学
ツ
ア
ー
を
行
っ
て
い

る
の
で
、
興
味
の
あ
る
読
者
の
方
々
は

ぜ
ひ
自
分
の
目
で
確
認
し
て
い
た
だ
き

た
い
（
見
学
ツ
ア
ー
は
同
社
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
よ
り
申
し
込
み
可
能
）。

ロボット費用を現在の人件費で回収する

平均 年程度で
投資の回収が可能

ピッキング作業の ～ ％は歩行作業

作業効率 倍～ 倍

投資回収が非常に速い

ピッキングシステムの導入メリット（一例）

ロボットが作業者の待機しているワーキングステーションま
で棚を搬送するため、生産性向上に加え、倉庫要員も大幅
削減が可能だ。

ワーキングステーションに設置されたタッチパネルディスプ
レイの指示に従って作業するだけなので、ヒューマンエラー
はほぼ皆無になる。

ピッキングシステムを日本で初導入したアッカ・インターナ
ショナルの物流拠点。ギークプラスのホームページ（https://
www.geekplus.jp/）から見学の申し込みが可能だ。

最新鋭の自動倉庫を見る!!


